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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・松浦　佐恵子様～三上Dr診察にて血糖チェックは毎食前のみ施行、膵臓ホルモン剤は

　　　　　　　　　毎食前１６単位施行との指示あります。食事摂取状況は口腔内に溜め込んで飲み込まない、むせる時もあり食事摂取拒否傾向で栄養状態よくありません。その為、臀部の褥瘡部位も悪化みられます。又、日中の水分摂取も拒否傾向であり、尿量も少なく、時折発熱されています。便汁のみが極少量ずつ排泄され固形便が見られない為、本日浣腸液1本処方となっています。カルテには必ず、食事摂取量・血糖値・排泄状態を記載して下さい。又、高血糖・低血糖を十分理解し症状にあった看護を行ないましょう。

高血糖とは…血糖値：２００mg/d以上　　初期症状：多尿・頻尿・口渇・多飲

皮膚：熱感・乾燥　　　　　見当識：覚醒・著明な高血糖の場合は昏睡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　呼吸：深い・あるいは浅い　　脈拍：頻脈・微弱　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　血圧：低血圧～正常　　　　　口臭：果実臭
　　　　　　　脱水：あり
尿量：多尿


口渇：多渇症　　　　　　　　治療：インスリンの投与、脱水がある時は補液


低血糖とは…血糖値：８０mg/d以下　　初期症状：空腹感・眩暈・冷汗・イライラ感

皮膚：冷感・蒼白・発汗　見当識：見当識障害・昏睡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　呼吸：正常　　脈拍：正常～頻脈　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　血圧：正常～高血圧　　　　　口臭：正常
　　　　　　　脱水：なし
尿量：正常


口渇：なし　　　　　　　　治療：ブドウ糖の投与


＜週間予定＞
・５月1日（火）～9：30田中　清様退院予定（みちのく記念病院へ）

・５月２日（水）～皮膚科診察（南病棟⇒北病棟）

※連休入るためリーダーは７日までの臨時薬処方指示受けして下さい。

・５月３日（木）～憲法記念日（祝日：プログラムあり）
・５月４日（金）～みどりの日（　　　　〃　　　　　）
・５月５日（土）～こどもの日（　　　　〃　　　　　）
＜患者様状態報告＞

・坪　邦俊様（59）～脳器質性精神病・頭部外傷・外傷性クモ膜下出血・脳挫傷後遺症

狭心症　　　　　　

主治医：田名部Dr　SW：下平　4/27に南Bユニットへ転棟

徘徊常にされています。見当識障害であり「トイレに行きたい。」と話されるが、トイレの場所をその都度説明しないとトイレへ行く事できません。すでに失禁されていても「トイレにいきたい。」と話されています。日課ごとに介入し説明必要です。歩行時、正面のみをみて歩行されている為、足元にものがあることを気付きません。常に所在確認・歩行状態の確認をしていきましょう。入浴も洗身動作わからず、立ちすくんでいる為介助要します。

＜浜中　トキエ様の現状報告＞
· 4/28に左大腿転子間骨折にて室岡整形外科へ転院となりました。手術も必要との事。しかし、その日より保護者様（浜中　浩志様）へ電話し続けていますが、連絡とれていません。友人様へ連絡すると、アパートも引き払ったらしく連絡先もわからないとの事です。面会に数回こられた際に必ず連絡先を聞いていますが、「やくざ関連の仕事だから連絡先を教えられない」「電話料金払えてないから携帯電話会社より使用をとめられている。」と話され、連絡先を教えていただけていませんでした。入院承諾書・手術承諾書保証人様（浜中　誠様）の現在の住所が正しければ六ヶ所村にいると思いますが、連絡もとれません。明日午前中に六ヶ所の自宅へ行く予定です。引き続き電話連絡を行い本人様の洗濯をどうするか早急に検討していきます。

※今後、ご家族が連絡してほしくないと希望している住所・電話は匿名で連絡することを説明し、緊急連絡先をしっかり確保して下さい。高齢者病棟では急変と隣り合わせであることを忘れずに看護にあたりましょう。







